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第・68号（署蓼畿鰯昆）昭和47年8月・・日（毎月1・日発行）

　人ロの動き

　　8月1日現在

男　　a300（＋3）

女5．400（刊）
計1α700（牛2）

世帯数　2．396（0）

（）内は前月との比較

環広
発行川西町・町長根津正三　編集企画室広報係北村準一　定価　1部5円　印刷白南風社
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　　　　ぶな林に涼を求める

町には、ミニのレジャーを満喫できる場所がたぐさん

ありますが、千手のぶな林もそのひとつ、いまは、真

夏の涼を求めて、例年にないにぎわいをみせています

囹
行

事

　
　
八
　
月

　
　
　
　
　
　
＋
五
日
午
前
九

成
人
式
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
時
半
か
ら
、
刀

西
中
学
校
体
育
館
で
行
な
い
ま
す

　
こ
と
し
の
該
当
者
は
、
昭
和
二

十
六
年
四
月
二
日
か
ら
翌
二
十
七

年
四
月
鋤
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
み
な
さ
ん
。

　
記
念
講
演
の
講
師
は
、
県
立
新

潟
女
子
短
大
の
柳
原
文
』
教
授
。

　
成
人
者
の
み
な
さ
ん
は
、
う
わ

ば
き
を
持
参
し
、
で
き
る
だ
け
簡

素
な
服
装
で
出
席
し
て
く
だ
さ
い

　
ご
両
親
も
、
希
望
者
は
ど
う
ぞ

ご
遠
慮
な
く
参
加
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
が
第

少
年
野
球

　
　
　
　
　
　
　
二
回
目
。
り

大
会

　
　
　
　
　
　
　
っ
ぱ
な
優
勝

旗
争
奪
を
め
ぐ
つ
て
、
参
加
予
定

九
チ
！
ム
で
熱
戦
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
期
日
　
十
六
日
（
水
）
、
十
七

　
　
　
日
（
木
）
の
両
日

会
場

参
加
者

参
加
予
定
チ
墾
ム

川
西
中
学
校
お
よ
ぴ
千

手
小
学
校
両
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
主
会
場
は
千
手

小
の
方
）

小
学
校
高
学
年
児
童

千
手
小
A

千
手
小
u

橘
小
A

中
仙
田
小

自
倉
小

千
手
小
づ

上
野
小

橘
小
B

赤
岩
小

　
な
お
、
試
合
開
始
は
九
時
半
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、
回
数
は

六
イ
ニ
ン
グ
ス
で
す
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町
議
会
報
告
（
第
五
回
臨
時
会
）

農
業
委
員
を
推
薦

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
受
入
れ
も
協
議

　
議
会
推
薦
の
農
業
委
員
を
選
出
す
る

第
五
回
町
議
会
臨
時
会
は
、
七
月
二
十

五
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
十
時
に
開
会
、
型

通
り
に
会
期
を
決
定
し
、
議
事
録
署
名

議
員
を
議
長
が
指
名
し
た
あ
と
、
同
五

分
に
休
憩
に
は
い
り
ま
し
た
。

　
休
憩
中
に
、
町
議
会
で
推
薦
す
る
五

人
の
農
業
委
員
に
つ
い
て
選
考
を
行
な

い
、
会
議
を
再
開
し
た
の
が
午
前
十
一

時
三
十
分
。
選
考
の
結
果
を
た
だ
ち
に

議
長
か
ら
提
出
、
全
会
一
致
で
推
薦
を

決
め
ま
し
た
。

　
こ
の
臨
時
会
は
以
上
だ
け
の
日
程
で

同
三
十
五
分
に
閉
会
し
、
そ
の
あ
と
、

全
員
協
議
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
全
員
協
議
会
で
は
、
慶
大
医

事
振
興
会
関
係
者
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス

を
高
倉
に
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
件
や

交
通
指
導
車
購
入
の
件
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仙
田
地
区
の
学

・
校
統
合
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
時
期
や

方
法
等
、
校
舎
建
築
と
関
連
し
て
再
検

討
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
る
七
日
に

　
　
第
六
回
臨
時
会

　
町
議
会
は
、
こ
の
あ
と
今
月
に
は
い

っ
て
、
さ
る
七
日
に
第
六
回
臨
時
会
を

開
き
、
簡
易
水
道
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
議
決
を
行
な
い
ま
し
た
。

心
配
ご
と
相
談
所

の
定
期
開
設

　
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
み

な
さ
ん
の
心
配
ご
と
、
生
活
に
関
す
る

種
々
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
通

じ
て
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
開
設
は
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
一
時

か
ら
次
の
会
場
で
す
。

第
一
水
曜
日

第
二
　
〃

第
三
　
〃

第
四
　
〃

月
見
荘

上
野
連
絡
所

橘
閏
張
所

仙
田
出
張
所

　
ま
た
、
来
宅
相
談
さ
れ
る
か
た
は
、

電
話
で
在
宅
を
確
か
め
て
か
ら
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
　
　
千
手
局
　
六
一
〇
〇

電
話

　
　
　
千
手
有
放
幽
二
〇
六

　
　
　
（
川
西
町
蜘
配
紅
と
翻
談
響

農業委員の顔ぶれがそろう

（◎印は会長、○印は会長代理、年齢の次は各委員の担当区域）

》《選挙による委員

今井誉夫　（現）上野・55歳、上野
星名善次郎　　（〃）沖立・63歳、沖立・上新井
南雲善二　（新）田中町。42歳、中屋敷・水口沢
内　山　正　平　　（〃）新町新田・50歳、新町新田

村越太郎　（現）野口・60歳、野口
増　田　準　一　　（新）室島・45歳、室島・小脇

田　口　悌　治　　（現）木落・65歳、木落

小林定二　（新）中仙田・45歳、中仙田・田戸・越ケ沢
高　橋　義　夫　　（〃）坪山・59歳、坪山・霜条・鶴吉

小川　金　吾　　（〃）赤谷・42歳、赤谷・岩瀬・大倉

南雲虎一　（〃）東善寺・45歳、東山
小幡藤策　（現）仁田・44歳、仁田
上村　謙　治　　（〃）元町・59歳、元町・星名新田
江　ロ　　　ー　　（新）小白倉・41歳、大白倉・小自倉

》《選任による委員

　　　農協理事
水品正一郎　　（元）三領・59歳、三領・小根岸
　　　　　　　　　（川西農協）
羽　鳥　力　夫　　（現）伊友・36歳、伊友・高原田

　　　　　　　　　（千手町農協）

　　議会推薦
◎根　津　正　三　　（現）上野・57歳

○平野圭二　　（〃）東善寺・59歳
丸山茂吉　（新）根深・59歳、原田・根深・下原
高津　　　正　　（現）寺ケ崎・48歳、寺ケ崎・塩辛
茂　野　寅　・一　　（元）藤沢・58歳、藤沢1高倉

21人以上

無
事
故
・
優
良
運
転

者
を
表
彰

　
　
　
　
県
交
通
安
全
協
会

　
被
表
彰
者
　
〔
無
事
故
二
＋
五

年
〕
茂
野
軍
二
・
中
屋
敷
　
高
橋
作
治

・
中
仙
田
　
〔
〃
＋
五
年
〕
小
林
正

明
・
中
仙
田
　
小
林
勝
・
中
仙
田
　
中

条
義
雄
・
岩
瀬
　
江
口
則
雄
・
小
白
倉

高
橋
宏
・
四
郎
兼
　
上
村
忠
雄
・
上
野

西
山
直
利
・
下
平
新
田
　
西
山
一
郎
・

下
平
新
田
　
〔
　
〃
七
年
〕
藤
巻
晃
・

中
央
町
小
林
鉄
平
・
中
屋
敷
小
林

英
男
・
中
屋
敷
　
数
藤
徳
義
・
沖
立

高
橋
銀
一
・
上
町
　
羽
鳥
寛
平
・
伊
友

清
水
昭
平
・
上
町
　
平
野
幸
子
・
上
町

上
村
九
二
夫
・
上
野
　
富
井
博
・
上
野

上
村
俊
平
・
元
町
　
水
品
亀
代
満
・
新

町
新
田
　
渡
貫
力
夫
・
新
町
新
田
　
上

村
源
司
・
下
平
新
田
　
清
水
松
治
・
下

平
新
田
　
水
品
真
治
・
三
領
小
海
新

一
・
小
根
岸
　
丸
山
一
徳
・
原
田
　
丸

山
譲
・
下
原
秦
野
利
㌘
仁
田
小

幡
正
徳
・
仁
田
　
藤
巻
英
一
・
塩
辛

大
久
保
三
吉
・
野
口
　
野
沢
肇
・
野
口

山
家
文
夫
・
木
落
　
田
口
正
敏
・
木
落

田
口
喜
太
郎
・
木
落
　
田
口
忠
雄
・
木

落
　
大
島
恒
雄
・
上
野
　
高
橋
博
・
中

仙
田
　
南
雲
信
一
・
中
仙
田
　
小
林
一

也
・
中
仙
田
　
高
橋
登
六
・
中
仙
田

南
雲
博
・
中
仙
田
小
林
康
夫
・
中
仙

田
小
林
英
夫
・
中
仙
田
　
佐
藤
栄
一

・
小
脇
高
橋
昭
吉
・
大
白
倉
　
江
口
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D

｝
十
五
日
、
正
午
に
は
皿

『
㎜
黙
と
う
を
　
　
・
　
｝

…
　
全
国
戦
没
者
追
悼
式
　
皿

㎜
　
こ
と
し
も
、
き
た
る
八
月
十
五
…

…
日
の
午
前
十
一
時
五
十
分
か
ら
、
　
㎜

　
日
本
武
道
館
に
お
い
て
「
全
国
戦
皿

｝
没
者
追
悼
式
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
㎜

㎜
　
式
典
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
㎜

｝
の
ご
臨
席
の
も
と
に
、
全
国
か
ら
㎜

㎜
軍
人
、
軍
属
お
よ
ぴ
準
軍
属
の
遣
㎜

㎜
族
代
表
な
ら
ぴ
に
外
地
死
没
者
お
｝

㎜
よ
ぴ
原
爆
や
一
般
戦
災
に
よ
る
死
一

㎜
没
者
の
遺
族
代
表
約
四
千
人
と
、
　
｝

㎜
各
界
か
ら
約
一
千
人
の
代
表
が
参
㎜

㎜
加
す
る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
み
な
さ
ん
も
、
式
典
の
趣
旨
を
㎜

㎜
十
分
ご
理
解
に
な
っ
て
、
当
日
は
…

㎜
職
場
ま
た
は
家
庭
に
お
い
て
、
正
㎜

…
午
か
ら
一
分
間
の
黙
と
う
を
励
行
㎜

㎜
し
、
戦
没
者
に
心
か
ら
追
悼
の
意
㎜

｝
を
表
わ
す
よ
う
期
待
し
ま
す
。
　
　
い

忠
夫
・
小
白
倉
　
江
口
保
・
小
自
倉

田
中
勉
・
小
白
倉
　
田
中
満
・
小
白
倉

北
堀
栄
一
・
小
自
倉
　
北
堀
明
・
小
白

倉
　
田
中
正
信
・
小
白
倉
・
江
口
薫
・

小
白
倉民

俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
月
分
）

　
　
寄
　
贈
　
者
　
　
（
敬
称
略
）

高
橋
春
雄
（
室
島
）
、
半
田
リ
ト
（
室

島
）
、
佐
藤
喜
一
郎
（
室
島
）
、
登
坂

敬
恒
（
赤
谷
）

　
　
入
手
品

じ
ょ
う
る
り
教
本
、
カ
ラ
ソ
よ
り
機
、

カ
ラ
ソ
の
管
巻
き
機
、
い
す
す
の
目
切

り
、
大
八
車
、
い
す
す

－
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事
業
所
統
計
調
査
　
と
い

う
の
は
、
国
勢
調
査
と
な
ら
ぶ
国

の
も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
、
事
務
所
、
工
場
、
店
舗
、
飲

食
店
、
映
画
館
を
は
じ
め
、
公
民

館
、
美
術
館
、
寺
院
、
神
社
、
病

院
、
研
究
所
、
学
校
、
駅
に
い
た

る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
業

所
を
も
れ
な
く
調
べ
、
都
道
府
県

市
区
町
村
別
の
事
業
所
数
、
事
業

所
の
産
業
別
・
規
模
別
構
成
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
行
な
う
調
査
，

で
す
。

亀

事業所統計調査に愚
　　　　ご協力ください

　
九
月
一
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
事

業
所
統
計
調
査
の
調
査
員
が
す
べ
て
の

事
業
所
に
お
伺
い
し
て
、
あ
な
た
の
事

業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
事
業
の
種
類

従
業
者
の
数
な
ど
に
つ
い
て
お
た
ず
ね

し
ま
す
。

　
今
回
が
第
十
回
目
に
あ
た
る
こ
の
調

査
は
、
“
事
業
所
の
国
勢
調
査
”
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
産
業
の
見

取
り
図
を
作
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　
こ
の
調
査
か
ら
作
ら
れ
る
統
計
は
、

経
済
政
策
、
地
域
開
発
計
画
な
ど
の
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と
し

て
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
経
済
学
、
地
理

学
、
社
会
学
等
の
学
術
研
究
の
資
料
に

活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
企
業

で
も
、
販
売
計
画
や
事
業
計
画
に
広
く

利
用
で
き
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
調
査
し
た
こ
と
が
ら
は
、
統
計
を
作

る
目
的
に
だ
け
用
い
ら
れ
、
徴
税
な
ど

申
告
者
の
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
安
心
し
て
お
答
え
く
だ
さ
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

水
難
事
故
の
防
止
策
は

万
全
で
す
か
…
・

　
　
　
　
　
　
　
　
町
青
少
年
問
題
協
議
会

　
水
泳
シ
ー
ズ
ン
も
、
い
ま
が
ち
ょ
う

ど
盛
ん
な
時
。

　
夏
季
に
お
け
る
水
死
事
故
は
、
毎
年

小
・
中
学
生
が
圧
倒
的
に
多
い
実
情
に

あ
り
ま
す
の
で
、
事
故
防
止
に
、
い
っ

そ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
泳
場
の
監
視
員
は
、
万
一
の
場

　
合
、
適
切
な
措
置
が
と
れ
る
よ
う
水

　
泳
の
で
き
る
人
が
当
た
っ
て
く
だ
さ

　
い
。

■
町
内
会
、
部
落
会
、
P
T
A
や
こ

　
ど
も
会
等
で
主
催
す
る
集
団
引
率
水

　
泳
を
行
な
う
場
合
、
荒
天
等
の
際
は

　
遊
泳
を
禁
止
し
て
く
だ
さ
い
。
水
死

　
事
故
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
交
通
、

　
傷
害
、
盗
難
事
故
の
防
止
に
も
努
め

　
て
く
だ
さ
い
。

囹
水
泳
時
間
は
、
お
お
む
ね
十
五
分

　
な
い
し
三
十
分
を
限
度
と
し
て
陸
に

　
上
げ
さ
せ
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
休
養
を
と

　
っ
て
か
ら
再
び
水
泳
を
さ
せ
る
よ
う

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
空
腹
時

　
や
満
腹
時
、
疲
れ
て
い
る
と
き
に
は

，
泳
が
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
囹
海
水
浴
は
、
川
や
プ
τ
ル
と
違
っ

　
て
距
離
的
感
覚
が
に
ぶ
く
、
と
か
く

　
事
故
の
起
き
や
す
い
要
因
と
な
り
ま

　
す
か
ら
、
沖
へ
向
か
っ
て
は
泳
が
な

　
い
よ
う
に
、
泳
げ
な
い
者
の
遊
ぶ
水

　
深
は
、
胸
ま
で
が
限
度
で
す
。

囹
ボ
ー
ト
は
危
険
で
す
。
泳
ぎ
の
未

熟
な
者
は
ボ
ー
ト
遊
ぴ
を
し
な
い
よ

う
に
。

囹
水
泳
中
、
け
い
れ
ん
を
お
こ
し
た

り
お
ぼ
れ
た
人
を
見
つ
け
た
と
き
は

大
声
で
近
く
の
人
に
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

囹
そ
の
他
、
学
校
や
家
庭
で
の
注
意

き
ま
り
を
よ
く
守
る
よ
う
に
。

自
然
の
増
水
が
急
速
で
最
も
危
険
に
な

り
ま
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1
降
雨
の
た
め
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら

放
流
す
る
と
き
。

2
発
電
所
の
故
障
で
、
調
整
池
の
水

　
を
、
余
水
路
か
ら
信
濃
川
に
放
流
す

　
る
と
き
。

3
大
水
の
と
き
。

　
こ
れ
ら
の
際
は
、
信
濃
川
沿
岸
の
警

報
用
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
、
水
難
防
止

に
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
、
ま
た
、

サ
イ
レ
ン
が
聞
乙
え
な
く
て
も
増
水
し

た
ら
、
早
く
退
避
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

悲
し
い
水
難
事
故
を
防
止
す
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

夏
休
み
中
の
学
童
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
夏
休
み
は
、
学
童
・
生
徒
が
長
期
に

わ
た
つ
て
規
則
正
し
い
学
校
生
活
か
ら

解
放
さ
れ
る
た
め
、
気
分
的
な
ゆ
る
み

や
疲
労
が
重
な
り
、
こ
ど
も
の
交
通
事

故
が
ふ
え
る
時
期
で
す
。

　
特
に
、
こ
ど
も
の
事
故
の
大
き
な
原

因
で
あ
る
「
車
の
直
前
直
後
の
横
断
」

や
「
飛
ぴ
出
し
」
　
「
幼
児
の
ひ
と
り
歩

き
」
な
ど
の
ほ
か
、
自
転
車
乗
り
に
よ

る
事
故
が
目
だ
つ
の
で
、
家
庭
指
導
は

も
ち
ろ
ん
、
車
の
運
転
者
も
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
や
過
労
運
転
を
し
な
い
よ

う
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

灘
日
時

　
九
月
六
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
ま
で

灘
場
所

　
　
　
役
場
（
千
手
地
区
）

　
　
　
仙
田
出
張
所
（
仙
田
地
区
）

　
　
　
橘
出
張
所
（
橘
、
白
倉
地
区
）

　
　
　
上
野
郵
便
局
（
上
野
地
区
）

　
こ
の
日
以
降
は
、
役
場
の
当
係
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
“
社
会
課
年
金
係
H

増
水
し
た
ら

　
い
ち
は
や
宝
退
避

　
　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所

婦
人
教
育

調
査
を
実
施

　
本
格
的
な
夏
に
は
い
り
、
水
泳
や
つ

り
の
機
会
が
増
し
、
ま
た
、
台
風
に
よ

る
出
水
な
ど
で
、
水
の
犠
牲
者
の
多
く

出
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
発
電
所
は
、
信
濃
川
の
水
を
宮
中

（
中
里
村
）
で
取
り
入
れ
、
水
路
ト
ン

ネ
ル
で
発
電
所
に
導
水
す
る
、
い
わ
ゆ

る
水
路
式
の
発
電
所
で
す
。

　
宮
中
の
取
水
ダ
ム
は
、
貯
水
式
の
ダ

ム
と
違
い
、
上
流
か
ら
き
た
水
を
貯
水

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
降
雨
な
ど
で
上
流
か

ら
の
増
水
し
た
分
は
、
ダ
ム
の
水
門
を

徐
々
に
開
い
て
自
然
の
姿
で
下
流
に
放

流
し
て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合

福
祉
年
金
証
書
の

交
付

　
福
祉
年
金
証
書
を
、
次
の
日
程
で
お

渡
し
し
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
印
鑑
を
持
っ
て
忘
れ
ず

　
県
で
は
、
こ
ん
ご
の
婦
人
教
育
の
方

向
を
求
め
る
た
め
に
、
婦
人
の
、
生
活

や
学
習
に
対
す
る
意
欲
を
調
査
す
る
こ

と
に
な
り
、
当
町
も
そ
の
対
象
地
区
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
対
象
は
、
新
町
新
田
、
中
仙
田

田
戸
、
越
ケ
沢
、
室
島
、
藤
沢
、
寺
尾

中
屋
敷
、
坪
山
、
下
平
新
田
お
よ
ぴ
仁

田
、
以
上
の
各
部
落
の
二
十
歳
、
か
ら
六

＋
歳
台
の
婦
人
約
三
百
七
＋
人
で
す
。

　
調
査
内
容
は
、
＾
①
余
暇
と
社
会
活
動

へ
の
参
加
②
婦
人
の
生
活
と
関
心
・

欲
求
　
③
学
習
の
現
況
と
満
足
度
、
以

上
に
分
か
れ
て
お
り
、
今
月
二
十
日
か

ら
三
十
鮮
日
ま
で
の
現
地
調
査
期
間
中

水
品
美
和
さ
ん
ほ
か
＋
四
人
の
調
査
員

の
手
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
十
二
月
中
旬
に
ま
と

め
ら
れ
、
明
年
一
月
に
は
報
告
書
が
作

成
さ
れ
る
手
は
ず
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
地
調
査
を
前
に
、
県
教
育

庁
の
主
事
や
新
大
玉
井
教
授
ら
が
来
町

し
て
、
き
た
る
十
八
日
午
後
、
役
場
で

、
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
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農
業
者
の
転
職
を
容
易
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
下
、

　
た
だ
い
ま
、
新
潟
、
上
越
、
柏
崎
、

三
条
、
魚
沼
の
各
県
立
専
修
職
業
訓
練

校
で
、
農
業
者
転
職
訓
練
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

農
業
者
転
職
訓
練
と

い
う
の
は

　
農
業
を
や
め
、
新
し
い
職
業
に
つ
こ

う
と
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、
よ
い
雇

用
条
件
で
、
し
か
も
容
易
に
職
業
転
換

を
は
か
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望

　百日ゼキ・ジフテリヤ・破傷風

　（混合ワクチン）予防接種のお知らせ
　今回1ごふきり個人連：知書を出しまずので通知書のいった人は

必ず受けてくださいo

日時は下記のとおりですo

一健康管理室一・

訓
練
生
を
募
集

す
る
職
業
に
必
要
な
技
術
と
知
識
を
修

得
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
訓
練
で
す
．

受
講
上
の
便
宜

　
訓
練
を
受
け
る
人
が
、
安
心
し
て
受

講
で
き
る
よ
う
、
次
の
優
遇
措
置
を
講

じ
ま
す
。

○
授
業
料
は
無
料

O
実
習
用
器
具
を
無
償
貸
与

O
手
当
の
支
給

訓
練
校
・
訓
練
科

※
新
潟
専
修
職
業
訓
練
校
（
板
金
科

溶
接
科
、
事
務
科
）
　
※
同
訓
練
校
新

発
田
分
校
（
建
築
科
、
縫
製
科
）

※
上
越
専
修
職
業
訓
練
校
（
溶
接
科

建
築
科
）
　
※
同
訓
練
校
松
之
山
分
校

ん
建
築
科
）
　
※
柏
崎
専
修
職
業
訓
練

校
（
建
築
科
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
科
）

※
三
条
同
（
溶
接
科
）
※
魚
沼
同

（
型
枠
科
、
左
官
科
）

　
こ
れ
ら
の
訓
練
期
間
は
、
魚
沼
専
修

職
業
訓
練
校
型
枠
科
の
三
か
月
以
外
は

い
ず
れ
も
六
か
月
間
で
す
。

入
校
資
格
等

入
校
の
時
期

　
十
月
で
す
。
た
だ
し
、
新
潟
校
の
事

務
科
は
明
年
一
『
月
。
魚
沼
校
型
枠
科
三

か
月
コ
ー
ス
は
十
月
と
明
年
｝
月
で
す

入
　
校
　
資
　
格

①
農
業
以
外
の
職
業
に
つ
こ
う
と
す

る
人
、
、
②
現
在
農
業
に
従
事
し
て
い
る

人
、
お
よ
ぴ
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

申
し
込
み
を
し
、
ま
た
は
公
共
職
業
訓

練
施
設
に
入
校
申
し
込
み
を
す
る
前
一

年
以
内
に
農
業
に
従
事
し
て
い
た
人

③
ほ
か
に
安
定
し
た
職
業
に
つ
い
て
い

な
い
人
、
以
上
三
つ
の
条
件
に
該
当
す

る
入
で
す
。

　
そ
　
の
　
他

　
入
校
申
し
込
み
、
そ
の
他
こ
の
訓
練

校
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い

か
た
は
、
役
場
、
惣
、
ゆ
．
委
、
農
協
等
へ
お

尋
ね
に
な
つ
て
く
だ
さ
い
。

出
か
せ
ぎ
前
に

　
　
　
検
診
を
ぜ
ひ

　
わ
せ
稲
の
収
穫
は
、
も
う
間
近
に
な

り
ま
し
た
。
ほ
ど
な
＜
、
秋
の
取
入
れ

橘
診
療
所
で

◎
自
倉
会
場

八
月
二
十
五
日
午
後
一
時
半
か
ら

　
　
　
　
　
　
同
三
時
ま
で

白
倉
小
学
校
で

亀
…
き
」

戸
籍
の
窓
か
ら
”

　
　
　
　
　
　
　
　
琴
亀
し

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

月　　日 時　　　間 会　　　　場 対　　　象

8月23日 2．00～2．30 白倉小学校 1期1回目2期
8月25日 1．30～乞00 上野母子センター 〃

8月25日 2．10～2」30 木落保育所 〃

8月28日 1．30～1．50 仙田小学校 〃

8月28日 2．10～2．30 小　脇　分　校 〃

8月28日 3．00～3．20 高倉小学校 〃

8月30日 1．30～1．50 中仙田小学校 〃

8月30日 2．00～2．20 　　　　　〆赤岩小学校 〃

8月30日 1．30～2．OO 橘　診　療　所 〃

9月－4日 9．30～1α00 千手診療所 〃

9月13日 2．OO～2」30 自倉小学校 1　期2　回目
9月18日 1．30～1．50 仙田小学校 〃

9月18日 2．10～230 小　脇　分　校 〃

9月18日 3．00～3．20 高倉小学校 〃

9月1，9日 1．30～2．00 上野母子センター・ 〃

9月20日 1．30～1．50 中仙田小学校 〃

9月20日 2．00～2．20 赤岩小学校 〃

9月20日 1．30～2．00 橘　診　療　所 〃

9月25日 9．30～10．00 ：千手診療所 〃

清羽登高高田引
水鳥坂橋橋口聞
　　真
栄　由洋町祐
治治美行子一誠
俊今行好良鐵光
六治喜雄平；男雄

ニニニ長二長長二二
男男女男女男男

中仁赤三室上中
央　　　　　　仙
町田谷領島野田

登
坂
真
由
美

羽
鳥
　
治

清
水
栄
治

江
口
　
希

日
出
男
長
女

中
央
町

小
自
倉

納
税
メ
モ

八
月
の
町
税
は
、

，
町
民
税

　
　
第
二
期
分
の
納
期
で
す
。

　
四
十
六
年
度
は
一
億
三
千
六
百

七
十
一
万
円
に
の
ぼ
る
町
税
を
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
収
納

率
九
九
・
九
％
は
県
内
上
位
の
成

績
で
す
．
み
な
さ
ん
の
納
税
に
よ

つ
て
、
道
路
・
学
校
・
診
療
所
・

保
育
所
等
々
、
町
の
公
共
施
設
は

着
々
と
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
一

る
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め

の
ご
協
力
を
感
謝
し
ま
す
。
な
お

税
に
対
す
る
ご
意
見
や
疑
問
は
、

気
軽
に
税
務
課
（
一
二
〇
番
）
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
こ
と

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

懸
　
旗
雛
灘
疑
籍
聯
副
難

れ
も
、
蒙
の
た
い
せ
つ
雀
で
す
．
（
◎
新
郎

健
康
が
第
一
で
す
。
次
に
町
で
計
画
し
　
◎
新
婦

籠
肺
器
錺
講
曝
讐
鰻
（
◎
◎
顯

員
が
こ
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
自
身
の
、
か
ら
だ
の
長
所
短

所
を
よ
く
つ
か
ん
で
、
元
気
で
働
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
。

◎
中
仙
田
会
場

　
八
月
二
十
三
日
午
前
九
時
半
か
ら

　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
ま
で

　
仙
田
へ
き
地
出
張
所
で

◎
橘
会
場

　
八
月
二
十
五
日
午
前
九
時
半
か
ら

　
　
　
　
　
　
同
＋
一
時
半
ま
で

（
◎
新
郎

◎
新
婦

江
口
秀
之

米
澤
教
子

樋
口
　
務

千
葉
富
貴
子

清
水
　
茂

清
水
ヨ
シ

小
自
倉

東
京
か
ら

中
仙
田

宮
城
か
ら

寺
ケ
崎

寺
ケ
崎
か
ら

昇
天
i
こ
め
い
福
を
祈
る

羽水清江
鳥品水口

彦紀キ邦
市索ノ明

高
橋
陸
三
郎

西
山
太
郎

丸
山
　
マ
サ

野
口

下
平
新
田

霜
條

伊
友

山
野
田

下
平
新
田

高
原
田

三
一

四
九

五
一

六
五

六
八

六
九

九
〇

章

　○

母
に
似
た
娘
と
言
わ
れ
を
り
墓
詣

落
雷
の
巨
木
そ
の
ま
ま
蝿
時
雨

虹
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